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第１５回ドーハ・アジア競技大会（日本代表選手 選考規定） 

 
 表記について、理事会（3/11 開催）で審議された結果、強化本部の提案どおり承認を受
けましたので、次のようにお知らせいたします。 
 
１．第15回アジア競技大会（ドーハ・カタール：12月７日） 
［出場枠／日本代表として、最大男子2名、女子2名］ 

 
（１）2006ITUトライアスロン世界選手権（スイス・ローザンヌ：9月3日） 
   16位以内かつ日本人1位の選手 
 
（２）2006ASTCアジアトライアスロン選手権（中国甘粛省、嘉峪関・チャユグアン： 

8月13日）優勝選手 
 
（３）強化本部推薦 

 
 
 上記規定は、関係各団体・組織との調整の上、各国の最大出場枠が３枠になることも含め、

変更の可能性がある。 以上 


